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 令和５年２月２２日 

 今年度の締めくくり  ＆ 

     来年度に向けて 
２月も中旬を迎え、早いもので、令和４年度も残り１か月となりました。

そして、６年生は、卒業式まで残すところ１７日となりました。 

先週の木曜日は、お忙しい中、今年度最後の参観日にお越しくださり

ありがとうございます。児童の発表はいかがでしたか。どのクラスも、各教科の学習のまとめとして発表し

たり、二分の一成人式などこれからの自分について発表したりするなど、参観してくださった皆様に「発信」

する参観授業となりました。帰りの時に「発表はどうだった？」と児童に聞くと、「ドキドキしたけど頑張

った。おうちの人が一生懸命に聞いてくれてうれしかった。」という言葉が返ってきました。児童たちの頑

張りを受け止めてくださりありがとうございます。 

 また、各学年、今年度のまとめを行うと同時に、来年度に向けた取り組みもしています。今よりも一つ上

の学年になるためには、「今、どのようにしたらよいのか、何ができていたらよいのか。」を担任と一緒に考

えながら過ごしています。 

 

 来年度に向けて part１    「新１年生１日入学」 
 ２月１０日（金）、来年度の新１年生を迎えて「新１年生１日入学」が
行われました。登校した時から張り切っていた１年生。この日に向けて、

たくさん準備し、たくさん練習してきたようです。こども園の年長さん

が胸上小学校に来てから帰るまで、立派な「お兄さん」「お姉さん」の姿

を見ることができました。困っていたら優しく声をかけたり手をつない

で移動したりする１年生の姿に成長を感じました。 

 下駄箱での見送りの時、やっとこども園の先生に「○○先生、さよう

なら」と声をかけることができました。それまで、こども園の先生に声をかけるのを遠慮していたのでしょ

うね。もちろん、年長さんの姿が見えなくなるまで手を振っていた１年生でした。このような体験で見られ

た成長を認めることで、2 年生への心構えになっていきます。 

 

来年度に向けて part２     
         「東児中学校 オープンスクール」 
 ２月６日（月）、第２回目のオープンスクールが行われました。
１回目と同様、２回目も中学の先生の授業を体験したり鉾立小学校

の人と生活したりして、中学校を体験しました。残念ながら今回楽
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しみにしていた部活動見学は、雨天のため中止となりました。 

 今回の授業は、「社会」「英語」「美術」「体育」。１回目では、鉾立小学校の人に緊張している様子が見ら

れた時もありましたが、２回目は、名前も分かり緊張も少しほぐれ、グループ学習もずいぶんスムーズにで

きていたようです。それでも、５０分という授業は長く感じた人もいました。 

 オープンスクール後の感想で多かったのが「勉強」に関することでした。難しくなる勉強に不安を感じて

いる人もいるようですが、「今」は、小学校での勉強に全力で取り組んでいってほしいと思います。その気

持ちが中学校へつながっていきます。 

 

 来年度に向けて part３    「クラブ見学」 
 ２月８日（水）、来年度のクラブを決めるために３年生がクラブ見
学を行いました。「スポーツクラブ」「創作クラブ」「科学遊びクラブ」

の３つのクラブをめぐりました。クラブの説明の後は体験です。上

級生と関わり合いながら、スポーツを体験したり作品を作ったりし

ました。優しく説明をしている上学年の人もいて、楽しい体験にな

ったようです。このような関わりをとおして、上学年も自分たちの

学校での役割に気付いていきます。これからも異学年での関わりを

大切にしていきたいと思います。 

 

 

元 気      「大繩大会＆持久走」 
今年度は、全校での「大繩大会と持久走」が復活しました。体育委員会が計画・実行しました。 

 まずは、１月２５日（水）に行われた大繩大会。どのクラスも体育の時間を中心に練習に取り組んでいま

した。特に、１、２年生は、当日の業間休みにも練習するなど、「一生懸命」でした。当日は寒波が来てお

り、急遽体育館で行いました。本番は、回している先生もいつも以上に気合が入り、どのクラスも新記録に

向かって気持ちを合わせて跳んでいました。数える声にも力が入り、跳び終わるとどのクラスも自分たちの

頑張りに歓声が上がっていました。記録ももちろんですが、どのようなモチベーションでこの「大繩大会」

に取り組んだのかが大切になります。大会を終えた後「子どもたちが最初は跳べなくてあきらめていたが、

みんなで頑張ったことでできるようになった。『頑張ったらできる』という思いをみんなでもてたことがう

れしい。取り組んでよかった。」と言っていた先生の言葉がうれしかったです。 

 次は、持久走。２月７日（火）から、２月いっぱい行われます。毎週火曜日は、全校で走り、残りは、休

み時間や体育の時間に走り、「日本一周」を目指します。これ

は、個人の取り組みになります。自分の目標を達成するために

は、体育以外にも休み時間にも走る必要があるかもしれません。

自分の目標を達成するためにはどうしたらよいのか、自分で

「計画」を立てることが大切になります。この力は、成長する

ほど必要な力になります。このような体験の中でつけていって

ほしい「非認知能力」です。 

学習  思いやり  元気 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


